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主要地方道 鹿島嬉野線 道路改良事業
佐賀県の将来道路網図

事業概要

工事箇所 嬉野市塩田町谷所～嬉野市嬉野町吉田

工期 平成 ７年度～平成１３年度

事業費 約 ８１億円

交通量調査区間

鹿島土木事務所

鹿島市役所

嬉野総合支所

鳥越トンネル
Ｌ＝０．６ｋｍ

全体計画 Ｌ＝６．２ｋｍ



○事業目的

・災害時に救急活動を支える第２次緊急輸送道路として
指定されているため、円滑な交通を確保する。

・急勾配、急カーブの連続する鳥越峠を含む区間の改良
を行い、円滑な走行性及び安全性を確保する。



・道路開通後、沿道に農特産物販売所（まんぞく館）や
パン工房等ができるなど、地域活動の発展に寄与し
ている。

○事業による環境の変化

手作りパン工房 吉田地域農特産物販売所（まんぞく館）



道路状況の変化
着工前（３，２２７台／日）

着工後（７，２６３台／日）



事業の効果

①交通量の増加

平成１１年度調査
３，２２７台／日

大型車交通量
２３０台／１２ｈ

１２５％増 ６７％増

平成１７年度調査
７，２６３台／日

大型車交通量
３８４台／１２ｈ



事業の効果

①交通量の増加

②交通事故（対人事故、死亡事故）
の減少

Ｈ８～Ｈ１２（５年間）
対人事故 ６件
死亡事故 ２件

Ｈ１３～Ｈ１７（５年間）
対人事故 １件
死亡事故 ０件



事業の効果

①交通量の増加

②交通事故（対人事故、死亡事故）
の減少

③旅行速度の向上（時間短縮効果）

平成１１年度調査
４０．７ｋｍ／ｈ

平成１７年度調査
４５．１ｋｍ／ｈ



利用者等の意見

・鹿島～嬉野間の移動が早くなり、便利になった。
また見通しが良くなり、安全に通行できるように
なった。

・沿線に直売所等ができたことにより、賑やかに
なった。

・自転車での峠越えが楽にできるようになった。
また夜間にはトンネルの照明により安全に通行
することができる。

・交通量、特に大型車の量が増え、スピードも出す
ために道路の横断が危険になった。



今後の課題

○交通事故について
・開通後、交通量が約２倍に増加しており、あわせて交通事故の件数も
約２倍に増加しているが、事故率は減少している。
・対人事故及び死亡事故は開通後大幅に減少している。

事業区間の事故件数 事故発生状況（Ｈ１３～Ｈ１７）（件数）

軽傷 重傷 死亡 単独事故 8

Ｈ８ 3 0 0 0 衝突事故 7
Ｈ９ 2 1 0 2 （軽傷２） 停止車両への追突 6
Ｈ１０ 2 0 0 2 （軽傷２） 交差点右左折時 1
Ｈ１１ 3 0 0 0 その他 1

Ｈ１２ 2 0 2 2 （死亡２） 23 23 23
Ｈ１３ 4 0 0 0

Ｈ１４ 3 1 0 1 （重傷１）

Ｈ１５ 4 0 0 0 死傷事故率（件／億台・ｋｍ）
Ｈ１６ 5 0 0 0 事故件数（件）

Ｈ１７ 6 0 0 0 3

6

Ｈ１５

軽傷 重傷 死亡 124

Ｈ８～ 117
～Ｈ１２
Ｈ１３～
～Ｈ１７

完成供用前（Ｈ１１）

完成供用後（Ｈ１７）

死傷事故率交通量（台／日）

41.1

36.5

3,227

7,263

発生時間帯 発生原因

交差点 6 昼 18

事故件数 うち
対人

発生箇所（道路形状）

単路 17 夜 5

事故件数
対人

12 1 2 6

県管理道路 Ｈ１１

22 1 0 1

全道 66

主要地方道 59



事故危険箇所に対する対策

• 佐賀県公安委員会及び国土交通省九州地方整備局、佐賀
県、各関係市町の道路管理者が合同で各箇所の点検を実
施し、各々の事故発生特性を踏まえ立案する。

• 個別の対応については、道路管理者と交通管理者（現地警
察署）と協議を行い、決定する。

※事故危険箇所とは

・１０年に一度の死亡事故が再起する可能性がある箇所

・当該箇所の事故率が幹線道路の平均事故率の５倍以上の箇所

・上記基準に準ずる箇所のうち、交通事故が多発するおそれが大き
いと認められ、緊急的、集中的な対策が必要な箇所

※現在までの対策状況

事故危険箇所数・・国 １３箇所 県 ３７箇所 計 ５０箇所

県分のうちＨ１８末完了 １５箇所（進捗 ４１％）



○事故危険箇所一覧

事業箇所



今後の課題

○維持管理について

・今後の更に厳しい財政状況のもとであっても、適切な維持管理は行う

必要がある。そのためには、道路構造物を含む道路の状態を客観的に

把握・評価し、最適な対策を決定できるシステムの構築が必要である。

・現在、高齢化が飛躍的に増大する道路橋について、長寿命化修繕

計画に策定に向けて準備を行っている。また、舗装についても路面

性状調査を行う等、準備を行っている。

・この計画策定により、信頼性・安全性の確保、維持管理費用の縮減

効果が見込まれる。



長寿命化修繕計画について

○今後、老朽化する道路橋が急速に増大。今後、その補修費が一時期に集中し、県財政を圧迫することが懸念される。

○従来の事後的な修繕及び架替えから、予防的な修繕及び計画的な架替えへと転換を図り、計画的な維持管理を行うことで

維持管理費の縮減を図る必要がある。

一般道路における橋梁※のうち、建設後５０
年以上のものは、今後２０年間で４７％に増加。

高齢化橋梁の増加 長寿命化修繕計画

【2026年度】

【2006年度】

【2016年度】

6％
（8,900橋）

20％
（28,400橋）

47％
（66,300橋）

※全橋梁数は約１４万橋（全国）

予防的な修繕に向けて

対象橋梁の健全度把握（点検）

予防的な修繕による橋梁の長寿命化

長寿命化修繕計画の策定

【内容】

計画的な維持管理を行うため、橋梁補修

（対策内容、点検時期、対策時期等）

修繕・架替え

事後的な

計画を策定

長寿命化修繕計画の策定による効果

○橋梁の信頼性・安全性の確保

○維持管理費用の縮減
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